
ベドルジハ・スメタナ（Bedřich Smetana, 1824–1884） 

チェコの作曲家であり、特にオペラや管弦楽曲で知られていますが、ピアノ作品にも重

要な作品を残しています。スメタナはチェコ国民楽派の父とされ、その音楽はチェコの民

族的な要素と個人的な体験を融合させたものです。 

1. 生涯 

• 初期の音楽教育 

スメタナは 1824年にチェコのリトミシュルで生まれました。彼の父は地 元の醸

造家で、アマチュアの音楽家でもあり、若い頃から彼に音楽の手ほどきをしま

した。9歳のときにはピアノ演奏を披露し、早くから音楽的才能を示していまし

た。 

• プラハでの勉強 

プラハで音楽を学び始めると、スメタナはベートーヴェン、モーツァルト、そしてリ

ストの影響を受けました。彼の最初の大きな転機は、リストと出会い、彼の後援

を得たことです。リストはスメタナの音楽的才能を高く評価し、彼の音楽活動に

大きな影響を与えました。 

• 個人的な悲劇 

スメタナの生涯には多くの苦難が伴いました。彼は 3人の娘を早くに亡くし、そ

の後妻も病気で失います。さらに、50代で聴覚を失うという大きな苦しみを経

験しました。それでも彼は音楽活動を続け、これが彼の創造性に新たな深みを

与えました。 

• 国民的作曲家 

スメタナは、オペラ《売られた花嫁》や《我が祖国》などの作品を通じて  チェ

コ国民楽派を確立し、チェコの音楽文化に大きな影響を与えました。 



2. 思想・音楽的思考 

スメタナは、生涯を通じてチェコの民族的なアイデンティティと音楽を結びつけることに

情熱を注いでいました。彼の音楽には、チェコの民俗音楽や民族舞曲、伝統的な

旋律が頻繁に取り入れられており、これがスメタナの音楽的思考を反映していま

す。 

• 民族主義:  

チェコの歴史や風景、伝説を音楽に描くことで、スメタナはチェコ国民の  誇 り

と文化を表現しようとしました。特に《我が祖国》は、チェコの風景や 伝説を音楽

的に描写した組曲で、彼の民族主義的な思想の象徴です。 

• 個人的感情と表現 

スメタナは、個人的な悲しみや苦しみを音楽に昇華することが得意でした。彼の

聴覚喪失は音楽活動に大きな影響を与えましたが、それでも彼は  作曲を続

け、内面的な表現力が強まったと言えます。 

3. ピアノ作品 

スメタナのピアノ作品は、彼の民族的スタイルと個人的な感情が強く表れ てい

ます。彼の作品はテクニカルでありながら、深い感情表現とチェコの民族音楽に

影響を受けた要素が感じられます。 

代表的なピアノ作品 

1. 《チェコ舞曲集》（České tance, 1877–1879） 

o スメタナの《チェコ舞曲集》（České tance）は、チェコの民族舞曲を基に作

曲されたピアノ作品です。この作品は、スメタナがチェコ民族の音楽的

遺産を称えるために作り上げたもので、特にチェコの舞踊文化を反映して

います。チェコの民俗舞踊である「ポルカ」や「ファーリック」などの舞曲

形式が使われており、スメタナがチェコ民族音楽を称える作品です。 



概要 

• 作曲年: 1877 年–1879年 

• 編成: ピアノ独奏 

• 形式: 2 つのシリーズに分かれており、全 16曲から成ります 

o 第 1 シリーズ: 民族舞曲 

o 第 2 シリーズ: チェコ民俗舞踊 

作品の背景 

スメタナは晩年、チェコ国民楽派としてのアイデンティティを確立し、その一環としてチ

ェコの民俗音楽に基づいた作品を多く書きました。この《チェコ舞曲集》は、チェコの

伝統的な舞踊スタイルを取り入れながら、ピアノ曲としての洗練された表現を追求し

たものです。彼はこの作品を通じてチェコの民族音楽を国際的な舞台に紹介しよう

としました。 

主要な舞曲 

1. ファーリック（Furiant）の説明 

チェコの伝統的な民俗舞曲で、特に速いテンポと活発なリズムを持つダンスです。

19世紀に作曲家ベドルジハ・スメタナやアントニン・ドヴォルザークなどがこの形式を

クラシック音楽に取り入れ、広く知られるようになりました。 

ファーリックの特徴 

1. リズムの急激な変化 

ファーリックは、3拍子と 2 拍子が交互に現れるリズムが特徴です。たとえば、

最初は 3拍子のリズムが強調されて踊られるのですが、急に 2拍子に変わる

ことで独特の躍動感と不安定な感じを生み出します。 

2. 速いテンポ 



ファーリックは活発で急速なテンポが一般的です。情熱的でエネルギッシュな

音楽の流れが、このダンスの最も重要な要素です。 

3. チェコの民俗的な要素 

ファーリックはチェコの民族舞踊の一つであり、チェコの音楽文化に深く根ざし

ています。チェコの伝統的な音楽がそのまま形式に反映されています。 

代表的なファーリック作品 

1. スメタナ: 交響詩《わが祖国》より「シャールカ」 

スメタナの《わが祖国（Má vlast）》は、チェコの自然や伝説をテーマにした

交響詩のシリーズで、その中の「シャールカ（Šárka）」でファーリックのリズム

を用いています。この部分は、チェコの勇敢な伝説の戦士シャールカの

物語を反映し、力強さと躍動感が表現されています。 

2. ドヴォルザーク: スラヴ舞曲 Op. 46, No. 1 

ドヴォルザークはチェコの民俗音楽を作品に取り入れたことで有名です。 

特に彼の《スラヴ舞曲》シリーズでは、ファーリックのリズムが多くの楽章に

登場します。Op. 46, No. 1のファーリックは、強烈なリズムと明確な民族的

な特徴が感じられる代表的な例です。 

3. ドヴォルザーク: ピアノ三重奏曲第 4 番「ドゥムキー」 

ドヴォルザークのピアノ三重奏曲第 4番「ドゥムキー」でもファーリックのリズ

ムが使われています。複数の楽章で異なるリズムが展開される中で、速く

活発なファーリックの部分が盛り込まれ、全体の流れに変化と活気を加

えています。 

ファーリックの舞踊としての歴史 



ファーリックは、チェコの農村で行われていた伝統的なダンスで、祝祭や

結婚式などの祝い事で踊られることが多かったと言われています。このダ

ンスは、情熱的でエネルギッシュなステップが要求されるため、体力と技

術が必要なものでした。また、舞踏会やサロン音楽としても演奏され、都

市部でも広く楽しまれるようになりました。 

ファーリックの影響 

19世紀後半から 20世紀初頭にかけて、チェコの民族主義運動が  音

楽にも影響を与え、ファーリックのような民族的な形式が注目されました。ス

メタナやドヴォルザークは、チェコの民族音楽を世界に紹介する役割を果た

し、その作品には民俗音楽の要素が多く取り入れられています。 

まとめ 

ファーリックは、チェコの民族的な舞曲の形式で、特にその急激なリズムの変

化と速いテンポが特徴です。スメタナやドヴォルザークの作品に取り入れられる

ことで、クラシック音楽の中でも重要な役割を果たしてきました。この形式はチェ

コの民族音楽の豊かさを象徴し、チェコ音楽のアイデンティティを世界に広める

手助けをしました。 

 

2. スーダ（Skočná）の説明 

「スコチュナ（Skočná）」は、チェコの民俗舞踊で、特に速いテンポと跳ねるよ

うなステップが特徴的なダンスです。名前の「Skočná」は、「跳ぶ」「飛び跳ね

る」を意味するチェコ語に由来しており、このダンスの特徴をよく表しています。

スコチュナは、明るく活気に満ちた踊りで、しばしば祝祭や祝い事の場で演

奏され、踊られていました。 

 

スコチュナの特徴 



1. 速いテンポと軽快なリズム 

スコチュナは非常に速いテンポのダンスです。そのリズムは活発で、      軽

やかに跳ねるような動きが特徴です。踊る際には、跳躍やステップの切り替えが

重要で、身体の軽快さが求められます。 

2. 単純な構造 

スコチュナの音楽はシンプルなメロディとリズムで構成されており、そのシンプルさ

が踊りやすさを高めています。メロディの繰り返しが多く、軽快でエネルギッシュな

雰囲気を持っています。 

3. チェコ民族舞踊の一部 

スコチュナは、他のチェコの民族舞踊と同様に、チェコの民族的アイデンティティ

を反映しています。特に、スコチュナはチェコの結婚式や祭りなどの祝いの場で

踊られることが多く、地域のコミュニティで重要な役割を果たしてきました。 

スコチュナとスメタナ 

スコチュナは、チェコの作曲家ベドルジハ・スメタナの代表作である《わが祖 国（Má 

vlast）》の第 3曲「シャールカ（Šárka）」で有名です。この交響詩の終盤に、スコチュ

ナのリズムとメロディが取り入れられており、非常に速く活気に満ちたフィナーレが展

開されます。スメタナは、チェコの民俗舞踊を積極的に取り入れることで、チェコの

国民的音楽を創り上げる一助となりました。 

文化的意義 

スコチュナは、チェコの音楽文化の中で重要な役割を果たしており、その跳 ねるリ

ズムとエネルギッシュなテンポは、チェコの人々の生き生きとした精神を表していま

す。チェコの民族舞踊や音楽は、19世紀の民族主義運動の中で、チェコのアイデ

ンティティを表現する手段として重視され、スコチュナもその一部として高く評価されま

した。 

 

まとめ 



スコチュナは、チェコの民俗舞踊の一種で、速いテンポと跳ねるようなリズムが特徴的

なダンスです。特にスメタナの《わが祖国》での使用により、クラシック音楽の中でも知

られるようになりました。このダンスはチェコの民族的なアイデンティティの一部を構成し、

その軽快なリズムはチェコの豊かな文化を象徴しています。 

 

3. ポルカ（Polka）の説明 

ポルカ（Polka）は、中央ヨーロッパに起源を持つ速いテンポのダンスで、 特にチ

ェコやポーランド、ドイツ、オーストリアなどで親しまれています。   4分の 2拍子

で、活気に満ちた軽快なステップが特徴です。19世紀に人気が爆発し、ヨーロ

ッパ全土やアメリカに広まりました。 

ポルカの起源 

ポルカは、1820年代のボヘミア地方（現在のチェコ共和国の一部）で発祥しまし

た。名前は、チェコ語で「半分」を意味する「pulka」に由来し、これはステップの動き

が半分のステップで行われることを指しています。当時は農民たちの間で楽しまれて

いたダンスでしたが、やがて宮廷や都市部のダンスホールにも広がり、19世紀半ば

にはヨーロッパ中で大流行しました。 

ポルカの特徴 

1. リズムとテンポ  

ポルカは 2拍子のリズムで、テンポは速く軽快です。このリズムは非常に明瞭

で、ダンサーたちが足を左右に動かして踊る基本ステップと合っています。楽

曲は通常、エネルギッシュで陽気な雰囲気を持ち、軽快なタッチが強調されま

す。 

2. ステップと動き  



ポルカのステップは非常にシンプルで、初心者でも踊りやすいのが特徴です。

基本的なステップは「スキップ」と似ており、足を軽く弾ませながら前後左右に

動きます。ポルカはカップルで踊ることが一般的で、パートナーと一緒に回転

する動作が多く含まれています。 

3. ポルカの形式  

ポルカの楽曲は主に 4分の 2拍子で、A-B-A 形式などのシンプルな楽曲構

成が一般的です。ポルカの楽器編成はアコーディオンやヴァイオリンなどの民

俗楽器が使われることが多いですが、オーケストラでも演奏されます。 

ポルカの拡がりと人気 

ポルカは、1840年代からヨーロッパ全土に広がり、特にフランス、ドイツ、オーストリアなど

で非常に人気を博しました。ウィーンの音楽家ヨハン・シュトラウス 1 世とその息子ヨハン・

シュトラウス 2世は、ポルカの名曲を多数作曲し、その名声を世界的に高めました。 

ポルカはアメリカにも伝わり、特に東欧からの移民によって持ち込まれ、ポルカダンスの

人気が高まりました。現在でも、アメリカの中西部などではポルカが盛んに踊られていま

す。 

作曲家とポルカ 

有名な作曲家たちも、ポルカをテーマにした楽曲を数多く作曲しています。 

• ヨハン・シュトラウス 2 世は「雷鳴と稲妻」（Unter Donner und Blitz）や「トリッチ・トラッ

チ・ポルカ」（Tritsch-Tratsch-Polka）など、ポルカを含む軽快な舞曲を多数作曲し

ました。 

• スメタナも、ポルカのリズムを取り入れた作品を作り、チェコ民族音楽の要素をク

ラシック音楽に昇華させました。 

ポルカの文化的意義 



ポルカは、特にチェコやポーランドなどの中欧諸国で、地域の文化や民族的な誇りを

表現する重要なダンスです。多くのフェスティバルや祝い事で踊られ、世代を超えて

親しまれています。ポルカは単なる踊りとしてだけでなく、地域社会の連帯感を強める

役割も果たしてきました。 

まとめ 

ポルカは、速いテンポとシンプルなステップが特徴のダンスで、19 世紀に中央ヨーロッ

パで発祥し、世界中に広まりました。特にチェコやポーランドで根強く踊られており、クラシ

ック音楽にも多く取り入れられています。その陽気で活発なリズムとステップは、世界中の

人々に楽しまれ続けています。 

 

4. リトル・ポルカ（Malá polka）の説明 

「リトル・ポルカ」（Malá polka）**は、スメタナの作曲した「チェコ舞曲集」の一部であ

り、その名の通り、小さくて軽快なポルカです。この曲は、ポルカのエッセンスを短い

形式の中に凝縮しており、典型的なポルカのリズムと明快な旋律を特徴としていま

す。タイトルの「リトル」は、曲の長さや軽やかさ、そして親しみやすさを示唆していま

す。 

リトル・ポルカの音楽的特徴 

1. 形式とリズム リトル・ポルカは、典型的なポルカのリズムである 4分の  2拍子

で書かれており、軽快で跳ねるようなリズムが特徴です。速いテンポの中で、リズ

ムがはっきりと強調され、ダンスの要素が強調されています。 

2. 旋律 旋律はシンプルで親しみやすく、明るく軽快なムードを持っています。スメタ

ナの特徴である、歌心のあるメロディラインが活かされており、短いながらも記憶

に残る印象的なフレーズが展開されます。 

3. 構造 リトル・ポルカは短いながらも、伝統的なポルカの構成を取り入れており、

A-B-A 形式などのシンプルな構造を持つことが多いです。中間部で雰囲気が

少し変わるが、全体として統一感のある曲になっています。 



4. 演奏技術 演奏者にとっては、リズムの精確さや軽やかなタッチが求められま

す。テンポが速いため、音符を明瞭に弾き分ける技術が必要です。また、曲全

体を軽やかに響かせ、ダンスの雰囲気を伝える演奏が求められます。 

リトル・ポルカの意義 

「リトル・ポルカ」は、チェコの民族的な音楽遺産を大切にしつつ、ポルカと  いう舞

曲の形式を軽快に表現した作品です。スメタナはこのような民族舞曲を通じて、チェ

コの文化やアイデンティティを音楽の中に取り込もうとしました。このような小品であって

も、彼の民族主義的な思考やチェコ音楽への愛情が感じられます。 

「リトル・ポルカ」は、チェコ音楽の伝統を尊重しつつ、クラシック音楽の舞台で表現

される洗練された舞曲として、今日でも親しまれています。 

 

チェコ・ホラ（Česká Hulánská）の説明 

「チェコ・ホラ」（Česká Hulánská）**は、チェコの伝統的な舞踊音楽の一種であり、

スメタナや他のチェコ作曲家が取り上げた舞曲形式です。「ホラ」は、東欧の広範

囲にわたって踊られていた伝統的な踊りのスタイルで、特にチェコ、スロバキア、ル

ーマニアなどで見られます。この舞曲は、しばしば地元の祭りや社交的な場で演奏

され、チェコの民族文化に深く根付いています。 

チェコ・ホラの音楽的特徴 

1. リズム  

ホラのリズムは、地域によって異なるバリエーションがありますが、通常は緩や

かなテンポから始まり、次第に速くなっていくリズミカルなダンス音楽です。ホラ

の踊りはしばしば、輪になって踊る形態で、参加者全員が手をつないで踊るこ

とが多いです。音楽は活気に満ち、シンプルなリズムと明快なビートが強調さ

れます。 



2. 拍子  

典型的なホラは、4分の 2拍子または 4分の 3拍子で書かれており、踊りの

流れに合わせたリズムの変化が特徴的です。特にチェコ・ホラでは、舞踊の動

きに合わせた躍動感のあるリズムが求められます。 

3. 旋律  

ホラの旋律は、親しみやすく、しばしばリフレインが繰り返されることで聴衆に覚え

やすくなっています。チェコの民謡の旋律と似たような単純で素朴なメロディライ

ンが特徴であり、踊りと密接に結びついています。 

4. 構造  

チェコ・ホラの構造は比較的シンプルで、テーマが明確に提示され、反復され

ることが多いです。構造的には A-B-A のような形式を取り、踊りの動きに応じ

て、音楽が次第に高まる展開を見せます。 

チェコ・ホラの社会的背景 

チェコ・ホラは、チェコの伝統的な舞踊文化の一環として、特に 19世紀のナ ショ

ナリズムの高まりとともに再評価されました。スメタナやドヴォルザークなどの作曲家

が、チェコの民族音楽に基づいた作品を数多く作曲し、チェコのアイデンティティを音

楽に反映させました。ホラは特に、地方の村の祭りや結婚式などの社交の場で踊

られることが多く、人々が集まって楽しむ場の中心的な存在でした。ホラの踊りと音

楽は、共同体の絆を強める役割を果たしており、チェコの民族的アイデンティティの

象徴とされていました。 

スメタナとホラ 

スメタナは、チェコの民族音楽に強い関心を持ち、ホラのような舞踊形式を自身の

作品に取り入れました。彼の「チェコ舞曲集」は、チェコのさまざまな舞踊を元に作

曲された作品集であり、その中にはホラのリズムや旋律を基にしたものも含まれてい



ます。彼はこれらの舞曲を通じて、チェコ民族音楽の美しさと多様性を表現し、チェ

コ音楽の発展に寄与しました。 

まとめ 

「チェコ・ホラ」（Česká Hulánská）は、チェコの民族舞踊音楽の一つで、活気に満ち

たリズムと親しみやすい旋律を特徴としています。この舞踊は、チェコの人々の生

活や文化に深く根付いており、スメタナなどの作曲家たちによって芸術音楽として

も取り上げられました。 

 

5. スヴァター（Svatá）の説明 

6. スヴァター（Svatá）**は、チェコの音楽文化に関連する用語ですが、具体的な

舞曲の名前ではなく、「聖なる」や「神聖な」を意味するチェコ語の形容詞です。

この言葉は宗教的な文脈で使われることが多く、典礼音楽や宗教的な行事に

関連する音楽に使用されることがあります。 

7. もし「スヴァター（Svatá）」が特定の音楽作品や舞曲名として挙げられている場

合、それはチェコの作曲家が宗教的または精神的なテーマを基に作曲した作

品である可能性が高いです。しかし、特定の「Svatá」という舞曲名は存在しな

いため、何か特定の曲や形式を指しているのかを確認する必要があります。 

8. もしチェコの伝統音楽やスメタナの作品に関連する具体的な質問があれば、さ

らに詳しくお調べします。 

 

音楽的特徴 

スメタナはこの作品集で、チェコの民族舞踊のリズムや旋律を忠実に再現しながらも、

自身の創造性と個性的な表現を加えました。音楽的には以下の要素が強調されてい

ます。 

• リズムの多様性 



各舞曲にはチェコ独自のリズムが取り入れられており、ファーリックやポルカのよ

うに速いリズムが特徴的です。これにより、舞曲の持つ躍動感が強調されてい

ます。 

• 民族的な旋律 

チェコの民謡を基にした旋律が随所に現れ、シンプルながらも美しいメロディが

特徴です。 

• ダイナミクスの幅 

各曲にはさまざまな感情の変化があり、激しい部分から穏やかな部分まで、ス

メタナの感情表現が豊かに盛り込まれています。 

 

 

意義 

この作品集は、スメタナがチェコの民族音楽を国際的に広めるために重要な役割を

果たしました。彼のチェコ舞曲は、単なる民俗音楽の再現にとどまらず、クラシック音

楽としての高度な洗練と技巧を加えています。また、スメタナ自身がチェコの文化的

アイデンティティを強く意識していたことも、この作品に反映されています。 

スメタナの《チェコ舞曲集》は、チェコの文化的遺産を称えると同時に、彼自身の深い

感情的な表現をもった優れたピアノ作品として高く評価されています。 

 

2. 《ポルカ集》 

スメタナ（Bedřich Smetana, 1824–1884）はチェコの作曲家で、国民的な音楽を強く意識し

た作品を多く残しています。その中でも「ポルカ集」は、チェコの民族舞踊であるポルカ



（Polka）を基にしたピアノ作品で、彼の故郷の音楽に対する愛情が表現されています。ポ

ルカは明るくリズミカルな 2拍子の舞曲で、19世紀にヨーロッパ中で大流行しました。 

スメタナの「ポルカ集」は、ピアノのために作曲された小品集で、彼の民族主義的な作

風が色濃く反映されています。彼のポルカは単なる舞曲というだけではなく、感情豊か

で、多彩なニュアンスを持った作品です。 

スメタナのポルカ作品の特徴 

スメタナはポルカという形式を通じて、チェコの民族的なリズムとメロディーを取り入れて

いますが、それをさらに発展させ、ピアノ音楽として高い芸術性を持つものにしていま

す。これらのポルカは、単なるダンスミュージックではなく、しばしばドラマティックで、技巧

的な要素も含んでいます。 

スメタナのポルカは以下のようなスタイルで構成されていることが多いです： 

1. 活気に満ちたリズム 

ポルカは 2拍子で軽快なリズムを持つ舞曲であり、スメタナのポルカで もその

リズム感が強調されています。 

2. 民族的なメロディー 

チェコの民謡や舞踊から着想を得たメロディーが使われており、スメタナがチェ

コの音楽に対する愛着を持っていたことが感じられます。 

3. ピアノの表現力 

ポルカのリズムとメロディーを駆使しながらも、ピアノ音楽としての繊細さや表現

力が引き立っています。 

主なポルカ作品 

スメタナは一連の「ポルカ」を作曲しましたが、その中でも特に有名な作品として次のもの

があります： 



1. 6 つのポルカ：スメタナの代表的なポルカ作品の一つです。この作品集は彼が

若いころに作曲されたもので、彼のチェコ民族音楽への関心が反映されていま

す。各ポルカは異なる性格を持ち、活発で陽気なものから、感傷的でロマンチッ

クなものまで幅広い感情を表現しています。 

2. ポルカ イ長調：明るく軽快な性格を持ち、典型的な 2拍子のリズムが楽しめま

す。踊りの楽しさを感じさせる一方で、スメタナ独特の深みも見られます。 

3. ポルカ ニ短調：感傷的な要素が強く、ポルカとしては異例なほど内省的な雰

囲気を持っています。この作品は、スメタナが音楽を通じて自分の感情を表現す

る能力の高さを示しています。 

スメタナのポルカ集は、チェコの民族舞踊とロマン派音楽が融合した独特のピアノ音楽

で、チェコ音楽の発展に大きな影響を与えました。チェコの民俗舞踊である「ポルカ」に

基づいた作品集で、軽快で踊るようなリズムが特徴です。スメタナはポルカを通じて、チ

ェコの農民文化や日常生活を描写しようとしました。 

3. 《幻想的ポルカ》 

彼の若い頃の作品で、ヴィルトゥオーソ的な技術が要求される作品です。軽快

なポルカのリズムに加えて、幻想的な要素が加わった一種の幻想曲的な作

品となっています。 

スメタナの《幻想的ポルカ》（Polka Fantastique）は、彼のポルカ作品の中でも特に創造性

が高く、演奏者と聴衆の両方に強い印象を与える作品です。この曲は、チェコの伝統

的なポルカの形式に基づいていますが、スメタナ独特の幻想的で劇的な要素が加わ

り、標準的なポルカとは異なる、より芸術的な表現に昇華されています。 

曲の特徴 

1. 幻想的な性格 

タイトルにある「幻想的」という言葉からも分かるように、このポルカは単なる舞

曲以上の性格を持っています。スメタナは、自由なリズムや和声の変化を用

いて、幻想的で夢幻的な雰囲気を作り出しています。従来のポルカの明るく



快活な性格に対して、より複雑でドラマティックな展開があり、緊張感と解放

感が交互に現れます。 

2. 構造 

この作品は、ポルカとしての基本的なリズムを保ちながらも、スメタナの他の

作品と同様に、独自の形式的な工夫がされています。メロディーやリズムが

頻繁に変化し、聴衆を次々と驚かせるような展開を見せます。また、急速な

テンポ変化や和声の不協和音が挿入され、タイトル通りの「幻想性」を強調

しています。 

3. 技巧的要素 

この作品は、ピアニストに高い技術を要求します。リズムの変化や装飾音符

の使い方、ダイナミクスの幅広いコントロールが必要とされるため、演奏者は

非常に精緻な表現力を求められます。スメタナは、ピアノの持つ表現力を最

大限に活用し、細部までこだわった音楽的なニュアンスを盛り込んでいま

す。 

4. チェコの民族的要素 

《幻想的ポルカ》は、スメタナがチェコの民族音楽を深く理解し、それを自身

の音楽に取り入れた典型的な例です。チェコの伝統的なポルカのリズムが

基盤となっていますが、スメタナはその上に独自の創造性を加えて、国民的

な舞曲をさらに芸術的な領域に押し上げています。 

歴史的背景 

スメタナは、チェコの民族音楽を取り入れた作品を多く作曲しましたが、《幻想的ポルカ》

もその一部です。彼は、民族音楽のリズムや旋律をロマン派音楽の形式と融合させるこ

とに特に優れ、彼の作品はチェコ音楽の発展に大きな貢献をしました。この《幻想的ポ

ルカ》も、彼のチェコ民族主義的な思想を反映した作品であり、単なるダンスミュージック

の枠を超えた、より深い音楽的な探求が行われています。 



結論 

スメタナの《幻想的ポルカ》は、彼の民族音楽への愛と高度な作曲技術が見事に融

合した作品です。この曲は、単なる舞曲以上のものを表現しており、聴衆に幻想的でドラ

マティックな体験を提供します。 

4. 《追憶》 

この作品はスメタナが晩年に作曲した、内省的で叙情的なピアノ作品です。彼

の人生の苦しみや失ったものへの悲しみが、繊細な旋律と複雑な和声の中に

込められています。彼の晩年に作曲された作品で、深い感情を伴った個人的

な作品として知られています。スメタナは、人生の晩年に多くの困難に直面して

おり、この曲はそのような内面的な苦悩や思索が反映された、非常に個人的な

作品とされています。 

作曲背景 

《追憶》は、スメタナが健康面での苦しみや、特に聴覚を完全に失ってからの孤独

感や苦悩を表現した作品として位置づけられています。彼は耳が聞こえなくなった

後も作曲を続け、その中で特に晩年の作品は、自己の内面と深く向き合うものが多

く、個人の感情が色濃く反映されています。この《追憶》も、そのような背景を持つ作

品です。 

音楽的特徴 

1. 感情豊かな旋律 

《追憶》は、スメタナが人生のさまざまな記憶や体験を振り返りながら、感傷的

かつメランコリックなメロディを紡いでいます。旋律線は非常に情緒的で、内面

的な思索や追憶が音楽として表現されています。 

2. 和声の豊かさ 



和声の変化や進行も、この作品の魅力の一つです。スメタナはロマン派音楽

の枠内で、伝統的な和声進行を基盤にしながらも、感情の起伏に合わせて

大胆な和声展開を行っています。この和声は、彼の内なる感情を効果的に表

現し、聴き手に深い感動を与えます。 

3. 構造と形式 

《追憶》は、厳密な形式にとらわれない自由な構成を持っています。これは、ス

メタナが晩年の作品でしばしば見られる特徴であり、彼の個人的な感情や内

省的な思いが音楽に反映されるとき、伝統的な形式から解放され、より即興

的で自由な表現が行われます。 

4. 静寂と動のコントラスト 

この作品のもう一つの特徴は、静けさと動的な部分の対比です。スメタ ナ

は、穏やかで瞑想的な部分と、よりドラマティックで動的な部分を交互に配置

することで、追憶の感情を豊かに表現しています。これにより、追憶の中での感

情の揺れや、過去の出来事に対するさまざまな感情の層が浮かび上がりま

す。 

意義と解釈 

《追憶》は、スメタナにとって非常に個人的な意味を持つ作品とされています。彼の

人生の喜びや苦しみ、成功や失敗、そして耳が聞こえなくなったことでの絶望や孤

独感など、さまざまな思いがこの曲に込められていると考えられます。タイトル通り、

過去を振り返りながらも、未来に対する希望や失望が交錯する複雑な感情が込め

られています。 

まとめ 

スメタナの《追憶》は、彼の晩年の内省的な作品の一つであり、彼の個人的な感情

や記憶を深く反映した作品です。感傷的で瞑想的な旋律、豊かな和声、静と動のコ

ントラストが特徴的で、スメタナの心の中の深い部分を垣間見ることができる、非常に

感動的な音楽です。 



   

5. 《即興曲》 

o スメタナの即興曲は、彼のピアノ技術と抒情的な才能を示す作品です。

これらの作品は、自由な形式と感情の流れを持ち、スメタナの個人的な

感情が強く反映されています。 

概要 

スメタナはピアノを愛し、自らも優れたピアニストでした。彼のピアノ曲は、彼自身の演奏ス

タイルやチェコの民俗音楽に強く影響を受けています。即興曲は、特定の形式に縛られ

ず、自由な感情や想像力を即座に音楽に反映させるスタイルであり、スメタナもこの形

式を好んで作曲しています。 

スメタナの即興曲は、旋律的で表現力豊かな部分と、技巧的な部分が巧みに融合し

た作品です。彼の音楽は、ロマン派の影響を受けつつも、チェコの民族音楽や彼自身

の個人的な感情が色濃く反映されており、独自の味わいがあります。 

スメタナの即興曲の特徴 

1. 感情表現の豊かさ: スメタナの即興曲は、自由な形式で作られているため、感

情表現が非常に豊かです。ロマン派音楽の特徴である内面的な感情の描写

が、彼の即興曲にも色濃く現れており、時には静かで繊細な表現、時には激しく

ドラマティックな展開が見られます。 

2. チェコ民族音楽の影響: スメタナの作品には、チェコの民族音楽のリズムや旋

律が取り入れられています。即興曲にも、こうした要素が含まれており、独特のリ

ズム感やメロディーラインが聴き取れることが多いです。これにより、スメタナの即

興曲は単なるロマン派的な作品にとどまらず、民族的な香りが感じられるものと

なっています。 

3. 技巧的要素: スメタナは優れたピアニストでもあったため、彼の即興曲には高い

演奏技術が要求される部分が多く含まれています。速いパッセージや複雑なリ

ズム、力強い和音進行などが織り交ぜられており、技巧的な挑戦を伴う作品と



なっています。しかし、その技巧的な要素も感情表現の一環として機能しており、

純粋な技巧展示以上の意味を持っています。 

4. 即興的な性質: 即興曲という形式自体が示すように、これらの作品は比較的

自由な構造を持っています。形式に縛られない分、スメタナの創造性がより自

由に発揮されており、彼自身の内面を反映した即興的な流れが音楽に表現さ

れています。 

代表的な即興曲 

スメタナの即興曲の具体的な作品は、数は多くありませんが、彼の独自の音楽世界を

よく表しているものです。即興曲は短い作品ながら、彼のピアノ作曲家としての力量と表

現力を凝縮したものと言えます。 

1. 《即興曲 変ホ長調》Op.12 

この作品は、スメタナの即興曲の中でも特に有名です。穏やかなメロディと柔

らかな和声が特徴で、彼の詩的な感性がよく表れています。シンプルな構造

ながら、スメタナの独自の音楽的個性が強く感じられる作品です。 

2. その他の即興曲 

スメタナは、他にも即興曲形式の作品を数曲残していますが、それらはいずれ

もロマン派音楽の影響とチェコ民族音楽の融合が見られます。即興曲は、当

時の音楽家にとって感情を即座に表現する手段として人気があり、スメタナも

この形式を活用して、自身の感情や思想を自由に表現しました。 

まとめ 

スメタナの即興曲は、彼の作曲技術と感情表現力が遺憾なく発揮された作品です。ロ

マン派音楽の影響を受けながらも、チェコの民族音楽を取り入れることで、独自の音楽

的アイデンティティを確立しています。感情豊かで自由な即興曲は、彼の内面を反映した

ものであり、聴き手に強い印象を与える作品群です。 

 



6. 《ピアノ三重奏 ト短調》 

o スメタナが亡くなった娘に捧げた作品で、深い悲しみと感情的な強度を

持っています。ピアノパートは技術的に要求が高く、感情の表現が豊か

です。この作品は、スメタナが自分の私的な苦しみを音楽に変えた例の

一つです。 

スメタナの《ピアノ三重奏 ト短調》は、彼の室内楽作品の中でも特に感情的で深い意

味を持つ作品です。スメタナはこの三重奏曲を、幼くして亡くなった最愛の娘、**ベドリシ

ュカ（Bedřiška）**の死を悼んで作曲しました。この作品は、彼の個人的な悲しみと喪失

感を反映しており、スメタナの作曲家としての感情的な深さが感じられるものとなっていま

す。 

背景 

《ピアノ三重奏 ト短調》は、1855 年に作曲されました。スメタナはこの年、彼の最愛の

長女ベドリシュカをわずか 4歳で失いました。彼は深い悲しみに沈み、この痛ましい体

験が作曲の動機となりました。この三重奏曲は、彼の愛する娘に捧げられた哀歌であ

り、スメタナの個人的な感情が音楽を通して強く表現されています。 

構成 

《ピアノ三重奏 ト短調》は 3つの楽章で構成されており、それぞれが異なる感情的なトー

ンを持っています。 

1. 第 1 楽章：Moderato assai（モデラート・アッサイ） 

この楽章は悲しみと深い感情に満ちています。冒頭からピアノ、ヴァイオリン、チェ

ロがそれぞれ哀しげなテーマを提示し、全体を通じて悲痛な雰囲気が漂います。

スメタナの失意と絶望が、対位法的に絡み合った旋律やハーモニーの中に表

現されており、彼の感情が直接的に伝わってきます。 

2. 第 2 楽章：Allegro, ma non agitato（アレグロ、マ・ノン・アジタート） 

第 2楽章は、より生き生きとしたリズムと動きを持ちながらも、前楽章から引き続き

哀しさが感じられる部分です。明るい部分と暗い部分が交錯するこの楽章で



は、スメタナの心の中にある希望と絶望が交互に描かれているようです。特に、

中間部の静かな旋律は、スメタナの娘への優しい思いが込められています。 

3. 第 3 楽章：Finale. Presto（フィナーレ：プレスト） 

最終楽章は非常に激しく、テンポも速く、悲劇的な終幕を予感させるような音楽

が展開されます。スメタナの感情が爆発するかのような迫力があり、ピアノと弦楽

器がダイナミックに絡み合い、最後に向かっていきます。終盤では、静かに締めく

くられる部分もあり、娘への永遠の愛と別れが感じられる瞬間です。 

音楽的特徴 

スメタナの《ピアノ三重奏 ト短調》は、彼のロマン派的な作風と、チェコの民族音楽

的要素が融合した作品と言えます。彼の特有の感情表現が、旋律やリズム、和声

に反映されており、全体を通して深い感動を与える音楽となっています。 

• 旋律の豊かさ: 各楽器が持つ旋律が交互に響き合い、特にピアノと弦楽器の

対話が巧みに組み合わされています。 

• チェコの民族的要素: スメタナはチェコの民族音楽に強く影響を受けており、こ

の三重奏曲でもその影響が見られます。特に、リズムや音階の選択に、チェコ

の民族的な響きが感じられます。 

• 感情表現の強さ: この作品は非常に個人的な悲しみを反映しており、スメタナの

感情が直接的に音楽に反映されています。リズムやダイナミクスの変化が感情

の揺れを巧みに表現しています。 

意義と評価 

《ピアノ三重奏 ト短調》は、スメタナの作品の中でも非常に個人的で感情的 な作

品として評価されています。この作品を通じて、彼の深い悲しみや愛情、そして人間

としての苦悩が鮮明に伝わってきます。また、室内楽としても高く評価されており、ス

メタナがチェコ音楽の礎を築いた作曲家として、その後の影響力を示す重要な作

品の一つです。 

スメタナのこの三重奏曲は、彼の内面的な世界を音楽を通じて垣間見ることができる非

常に感動的な作品であり、多くの聴衆に深い感銘を与え続けています。 



 

4. スメタナの思想とピアノ音楽の意義 

スメタナのピアノ作品には、彼の音楽的思想が深く刻み込まれています。特に、チェコの

民族的要素と個人的な感情の表現が融合しており、彼の作品には一貫してチェコの音

楽文化への深い愛情が表れています。 

スメタナは、民族主義的な音楽を追求しつつも、リストの影響を受けた高度なピアノ技術

や幻想的な要素も取り入れています。これにより、彼のピアノ作品は単なる民族音楽の

模倣にとどまらず、個人的で深い感情を伝えるものとなっています。 
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